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	応用
	抗原情報
	背景
	カリウムチャネルは、機能的および構造的観点から、電位依存性イオンチャネルの中で最も複雑なクラスに属します。その多様な機能には、神経伝達物質の放出、心拍数、インスリン分泌、神経細胞の興奮性、上皮細胞の電解質輸送、平滑筋の収縮、細胞容積の調節などがあります。この遺伝子は、イオン伝導および発達シグナル伝達経路において機能すると考えられているナトリウム活性化カリウムチャネルサブユニットをコードしています。この遺伝子の変異は、早期発症てんかん、乳児悪性遊走性部分発作、および常染色体優性夜間前頭葉てんかんを引き起こします。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2012年12月]、機能：外向き整流性のカリウムチャネルサブユニットで、他のSlo型チャネルサブユニットと共集合する可能性があります。細胞内ナトリウム濃度または塩素濃度の上昇によって活性化されます。 CHRM1やGRIA1などのGタンパク質共役受容体の刺激により活性化されます。ナトリウムイオン非存在下ではカルシウムによって制御される可能性があります（in vitro）。,PTM：プロテインキナーゼCによってリン酸化されます。C末端ドメインのリン酸化はチャネル活性を高めます。,類似性：カリウムチャネルファミリーに属します。カルシウム活性化サブファミリーです。,類似性：1つのRCK N末端ドメインを含みます。,サブユニット：細胞質C末端を介してCRBNと相互作用します。,組織特異性：肝臓、脳、脊髄で最も高い発現を示します。骨格筋で最も低い発現を示します。,
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	KCNT1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

